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台湾 ・ 桃園市におけ る溜池と その現状

Tanks in Taoyuan, Taiwan and their present situation 

南 木 猛* 
MINAMIN0 Takeshi 

台湾 ・ 桃園台地は世界で最 も溜池密度の高い地域と し て知 ら れてい る。 本研究は, 同地域におけ る溜池の動向 と その変

容の要因 を明 らかにする こ と を日的 と す る。 本研究では先行研究の成果を基礎と しつつ, 次に示すア プロ ーチによ り 桃園

台地の溜池について再考する。 すなわち , 1 ) 複数時点の地形図の活用, 2 ) 都市化 ・ 工業化と のかかわり , 3 ) 溜池の

潰廃と その跡地利用の実態, 4 ) 存続溜池の実態と利活用のあり 方の検討である。

桃園大 ll事業によ る溜池の統廃合は, かな り 徹底的にな さ れた。 し かし , 受益地域内においてすべての溜池が整理 さ れ

たわけではな く , 従来のま まの溜池の存続 も確認 さ れた。 ま た受益地域外では依然と し て多 く の溜池が存続 し ていたこ と

が明 らかと な っ た。 近年 におけ る溜池の潰廃は, 水利開発よ り も , 都市化 ・ 工業化によ る影響が大きい。 そのため, 農村

地域と都市地域での溜池の動向は異な るこ と が明 らかと な っ た。 溜池の潰廃にと も な う 新たな土地利用は, 学校や役所 , 

公園な ど公共用地と し て用い られている。 こ の傾向は日本の場合と同様であ る。 ま た, 先行研究で台湾の溜池の利用の特

徴と し て指摘 さ れた養魚池 と し ての活用は現在 も継続 し てい る。 台湾では, 溜池そのものの調査 ・ 研究が行政の支援のも

と 積極的に進め ら れてい る。 溜池は地域文化や地域資産 と みな さ れ, 観光資源 と し て も活用す る試みも な さ れてい る。 

キーワー ド : 溜池 , 水利開発 , 土地利用 , 都市化 , 台湾

Key words : tank, water use development, land use, urbanization, Taiwan 

1 . は じ めに

モ ンス ー ンア ジアの稲作地域で は , 降水の総量や季節

的 ・ 経年的 な偏在性 を補う ために, さ ま ざま な灌概手段

が用い ら れて き た。 そのなかで溜池は古 く から用い ら れ

て き た手段であ り , 1,000年以上の歴史 を有す る も の も

あ る ' )。 20世紀 に お い て は , ニ ユー デ イ ー ル政策下 の

TVA に代表 さ れる ダムを用い た大規模な水利開発が展

開 し , ア ジアで も , 日本, イ ン ド , 中国の 3 ヵ 国だけで

1950年代以降 に12,000基 を超え る ダムが建設 さ れてい

る 2 )。 その開発は權概面積の増加な ら びに食糧生産の安

定 と 増産に大き く 寄与 し てき た。 し かし ながら1980年代

後半以降, ダムな ら びに大規模な水利開発への批判がな

さ れ (例えば, フ レ ツ ド , 1995) , 持続可能な開発 を視

野に入れた水利開発や水利用のあ り 方が求めら れる よ う

に な っ てい る。 そのなかで , 長い歴史 を も ち 地域に よ っ

て維持管理 さ れてき た溜池の再評価や, 溜池 をま ちづ く

り の核 と し て活用す る試み も な さ れる よ う に な っ てい る

(例え ば , Agarwa1 and Narain eds., 1997; い なみ野ため

池 ミ ュ ージアム運営協議会, 2012)。
本研究は , モ ンス ー ンア ジアの溜池につい て議論す る。 

溜池卓越地域は日本以外に, スリ ラ ンカやイ ン ド (南埜, 
2014) が知 ら れてい るが, 台湾も その一つであ る。 特に

本稿で と り あげる台湾 ・ 桃園台地は世界で最も溜池密度

の高い地域と し て知 ら れてい る (竹内 , 1971)。 
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本稿の研究対象地域の桃園台地は, 台湾北西部に位置

し , 東お よ び南 を大漢渓に , 西お よ び南は鳳山渓 , そ し

て北西 を台湾海峡に よ っ て境せ ら れる平均標高約100m 
の台地であ る (図 1 ) 。 東西約35km, 南北約30kmの台地

は, 標高551m の石門山 を要と し扇状に拡がり , 南東か

ら北西に向かっ て緩やかに傾斜 し てい る。 台地周辺は段

丘が発達 し水系的に孤立 し ており , 台地上を流れる河川

の流長は最長の河川が44kmで あ り , そ れ以外はいずれも

30km以下の中小河川で あ る。 ま たそ れらの集水域 も限 ら

れてい る。 年間降水量は1,500mmか ら2,000mmであるが, 
モ ンス ー ンの影響で , 年 ごと の変動は大き く , 安定 し た

水の確保が困難な自然環境下にあ る ( i番編, 2010) 。 そ

の自然環境 を克服す るために水利開発がな さ れ, 水利開

発の手段 と し て多 く のi留池が造 ら れた。

それら の溜池や溜池 を含む桃園台地の特徴的な景観は, 

こ れまで日本人研究者の注目 を集めてき た。 戦前の日本

統治期 (1895~ 1945年) には渡邊 (1939) や能 (1935) 
な どの研 究 があ り , 戦後の中華民 国統治期 には竹内

(1971) や旗手 (1986) な どの論考がある。 近年では, 
GIs を用いた分析 (小林ほか, 2012, 2014 ; 森野ほか, 
2012) がなさ れている。 一方, 台湾人研究者によ っ ては, 
古 く は陳 (1961) で取り 上げら れてい るほか, 桃園台地

にあ る一地区の灌概シス テ ムの再編を丁寧に考察 し た陳

(1978) があ る。 近年では, 台湾の水利全体 を検討 し た
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資料 : 上河文化編 (2011) と台湾文献委員会編 (2001) より作成c 

陳 (2003) や台湾文献委員会編 (2000, 2001) において

も桃園台地の水利開発が取り あげら れ, その水利開発の

概要の説明がな さ れてい る。 

こ れまでの研究では, 文献資料 を も と に桃園台地に溜

池が造ら れてき た歴史的事実と 日本統治以降の水利開発

と その開発の影響につい ての考察がな さ れて き た。 溜池

の存続につい ては , 地形図 を用い て考察 さ れて き た点に

研究上の特色があ る。 また都市化 ・ 工業化の進展によ る

桃園台地の農業の変化や溜池の潰廃について も言及がな

さ れてい る。

本稿の研究において も , 地形図 を も と に, 溜池の動向

を再検討す る。 地形図によ る分析は竹内 (1971) , 小林

ほか (2012, 2014) や森野ほか (2012) で用いられてい
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る手法であ る。 本稿では, 複数の地形図 を用い る こ と に

よ り , 時代 を分割 し よ り 詳細に分析 を行なう 。 次に, 都

市化 ・ 工業化と のかかわり に注目し て検討 を行う 。 竹内

(1971) や旗手 (1986) は桃園台地で都市化 ・ 工業化の

進展がはじ ま っ た段階の検討であり , と く に1980年代以

降の都市化 ・ 工業化の影響は十分に考察 さ れてい ない。 

また小林ほか (2012, 2014) や森野ほか (2012) は農村

地域の検討であ るのに対 し て, 本稿では桃園市 を対象と

し都市 な ら びにその近郊の都市地域の動向に焦点 をあ て

て検討する。 そして本研究では, 文献資料に加えて, フ ィ ー

ル ドワーク な ら びに現地の関係機関での聞き取り 調査 を

も と に , こ れまでの研究では考察 さ れてい なかっ た , i留

池の潰廃と その跡地利用の実態に焦点 を当てて検討する
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図 2 桃園市における人口 ・ 作付け面積 ・ う留池数の推移

中央研究院人社中心地理資訊科学研究専題中心 「台湾百年歴史地図」 (http://gissrv4.sinica.edu.tw/gis/twhgis/) , 
活朝陽編 (2010) , 台湾文献委員会編 (2001) , 『桃園県統計年報』 (各年版) より作成。 

と と もに, 存続溜池の実態と利活用のあり方を考察する。

以上, 本稿では桃園台地の溜池の動向と その変容の要

因 を明 らかにす る こ と を主た る目的 と し , 今日の台湾に

おけ る溜池の利活用の実態な ら びにその存在の意味 を明

らかにす る。 本研究にあた っ て , 2014年 5 月 と 9 月に桃

園市な ら びに台北市で , 溜池の実態把握な ら びに関係文

献 ・ 資料の収集と関連機関での聞き取り 調査を実施し た 0 

2 . 桃園台地の水利開発と地域変化

こ こ では, まず先行研究の成果 を も と に, 桃園台地の

水利開発の展開 を概観す る。 

1 ) 桃園台地の水利開発 と 地域変化

i 清代期

桃園台地の開発は, 前述の厳 しい自然環境が妨げと な

り , 永ら く 限ら れていた。 開発の転換点は18世紀に入 っ

てから であ り , 中国大陸から 移住 し てき た人々 (福建省

聞南系 と広東省客家系 ) に よ っ て も た ら さ れた。 こ れら

大陸か ら の移民は , 台 地上の中小 河川 を水源 と す る用

水 3) と 数多 く の溜池 4) に よ っ て水 を確保 し て営農 をは

じめ, し だいに集落と 産業が発展 し てき た。

清代末で の溜池の数は8000 を超え る と さ れ (潘編 , 
2010) , 桃園台地に世界有数の溜池卓越地域が形成 さ れ

ii 日本統治期

1895年の下関条約によ り , 台湾は日本の統治下におか
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れ, 50年間にわたり 日本によ る統治がな さ れた。 桃園大

明は1916年に着工 し1928年に完成 した台湾総督府官営の

水利事業である (台湾省桃園農田水利会, 2004) 。 台湾

北部の最大の河川であ る大漢、i美5) を水源 と す る桃園大

i川は, ほぼ標高110m にそ っ て幹線水路が建設さ れ, 100 
m 以下の中 ・ 低位面上の22,000ヘ ク タ ールを灌概す る も

のである (台湾省桃園農田水利会, 2004) (図 1 )。

こ の水利 事業 で は , 溜池 の統廃合 が進 め ら れた。 

2,326の溜池のう ち効率の悪い溜池 を潰 し , 効果的な244 
の溜池に統廃合がな さ れた (旗手, 1986) 。 

半

iii 中華民国統治期

日本撤退後は国民党によ る統治がな さ れ, 1980年代後

以降は民主化が進め ら れ, 今日 に至 っ てい る。 光復

(1945年 ) 後, 国民党政権は食糧増産のために桃園大;t川
を延長 し , よ り 下流部の地域を灌概す る光復;t川を開削 し

た。 台湾独自の水管理と し て 「輪番灌概」 6) がある (甘, 
1981 ; 原田 ・ 山崎, 1991)。 輪番灌概によ り水利の効率

化が図 ら れ, それに よ っ て発生 し た余剩水が光復 ;明にあ

て ら れた。

1963年には大漢渓に石門 ダムが完成 し た。 石門 ダムは

堤高133m のロ ツク フ イ ルダムであり , 貯水量3.1億m3で

あ る。 農業用水のほか, 上水道, 工業用水, 発電, 洪水

調整な どを日的 と す る多日的 ダムであ る (経済部水利署

北区水資源局, 2003) 。 こ の石門ダム完成にと も な っ て

桃園大 ;t川は取水地点 を移動 さ せ, ダム直下で取水す るこ

と で , ダムから安定的に流水が提供 さ れる よ う に な り , 



表1 
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地形図にみる桃園市域の溜池数の推移

地図名 縮尺
桃園大:t川 桃園大:t川

年 、 、 . 、 、 、 、
関連溜池以外 関連溜池 総数

台湾堡図
陸地測量部地形図
連合勤務総司令部測量所地形図
経建版地形図 (第一版)
経建版地形図 (第二版)
経建版地形図 (第三版)
経建版地形図 (第四版) 

2 万分の 1 
2 万5000分の 1 
2 万5000分の 1 
2 万5000分の 1 
2 万5000分の 1 
2 万5000分の 1 
2 万5000分の 1 

8
1

7
5

2
9

3
 

9
2

5
8

9
9

0
 

8
9

9
9

9
9

0
 

1
1

1
1

1
1

2
 

6
5

0
7

5
1

7
 

1
3

6
5

2
2

1
 

2
2
 

7
2

1
9

9
 

1
1

1
 

6
5

7
9

6
0

6
 

1
3

7
6

3
3

2
 

2
2
 

資料 : 中央研究院人社中心地理資訊科学研究専題中心 「台湾百年歴史地図」

(http://gissrv4 ,sinica.edu,tw/gis/twhgis/) な どよ り作成。 

水源が大幅に強化 さ れる こ と と な っ た。 ま た石門 ダムか

ら新たに石門大;明が開削 さ れ, 1964年から通水 を開始 し

てい る。 こ の石門大 ll によ っ て桃園台地の標高100m 以

上の高位面での灌概が可能と な っ た (図 1 )。 

2 ) 桃園市の都市化 ・ 工業化

本稿の対象地域の台湾 ・ 桃園台地は, 行政上, 桃園県

が大部分 を占めてい る。 6 市 ・ 1 鎮 ・ 6 郷から な る桃園

県のう ち , 本稿では県庁所在地である桃園市 を取 り 上げ

る o

桃園市は台北市中心部よ り 西約20kmにある。 台湾の鉄

道幹線であ る西部幹線によ り桃園駅と台北駅は結ばれ, 
その所要時間は普通列車で も35分である。 こ のよ う な台

北市と の近接性に加えて, 桃園市の北には1979年に台湾

最大の国際空港であ る桃園国際空港が開港 し , そのほか

高速道路網の整備がな さ れてい る。 2014年現在 , 台湾で

も っ と も外国人比率が高 く 7), 外国資本の投資や工場の

立地が盛んに行われてい る。 その桃園市の都市化 ・ 工業

化の状況を次に検討する。

桃園市の人口は, 1905年の時点で13,439人であっ たの

が, 1970年に105,841人になっ た。 この間65年で約10万

の増加で あ っ たのに対 し て , その14年後の1984年に20 
万人を超え , さ らに14年後の1998年には30万人を超え て

いる (第 2 図) 。 そ し て2014年は415,431人に増加し てい

る。 このよう に1970 ・1980 ・1990 ・2000年代と継続して, 
人口の顕著な増加がみら れる。 2014年12月に桃園市 を含

む桃園県は, 台北市, 高雄市, 新北市, 台中市, 台南市

に続いて , 6 番目の直轄市に昇格 し た 8 )。
土地利用 をみる と , 耕地面積は1951年時点で2,469ha 

(内, 田2,374ha, 畑95ha) から2001年には769ha (内, 
田766ha, 畑 3 ha) と 3 分の 1 に減少 している (図 2 )。 

桃園市北部の亀山工業区の整備 をは じめ, 市内での工場

の立地も急速に増加 し てい る。 農地はそ れら工場用地な

ら びに増加す る人口の住宅用地へ と 転用 さ れてい る。 

3 . 桃園市の溜池の動向

1 ) 分析方法と 動向の概要

溜池の動向の分析 にあ た っ ては , 地形図を用いて考察
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す る。 本研究では, 台湾 ・ 中央研究院人社

科学研究専題中心 (GIs 専題中心) がネ ッ

中心地理資訊

ト 上で運用 し

てい る 「台湾百年歴史地図」 な ら びに中央研究院の図書

館で所蔵さ れてい る地形図 を元資料と し て分析 を行 っ た。 

具体的には, 表 1 に示 し た 「台湾堡図」 9 )
, 「陸地測量部

地形図」'°) 
, 「連合勤務総司令部測量所地形図」 ' ' ) 

, 

版地形図

版地形図

(第一版)」 , 
( 第三版) 」 , 

「経建版地形図 (第二版)」 , 
「経建版地形図 ( 第四版) 」 '2; 

「経建

「経建

の 7 
つの地形図であ る。 それぞれで桃園市域の図幅 を対象 と

す る。 いずれも オリ ジナルの図幅では複数枚にまたがる。 

本稿では , 当該の図幅の作成年や測量年 ではな く , 「連

合勤務総司令部測量所地形図」 を除い て , 「台湾百年歴

史地図」 で示 さ れた年次 を用いる。 「連合勤務総司令部

測量所地形図」 は, 2 枚の図幅のう ち新 しい年次 を用い

る。 ま たオリ ジナルの図幅の縮尺は, 表 1 が示すよ う に , 

台湾堡図が 2 万分の 1 であり , それ以外は 2 万5000分の

1 であ る。 台湾百年歴史地図上で , 台湾堡図は他の図幅

と 一致す るよ う に処理がな さ れてい る。

地形図から溜池 を判読 し , その結果は図 3 ・ 図 4 と表

1 に示 し た と お り で あ る。 まず全体的 な動向 をみてみる

と , 1898年の台湾堡図での溜池の数は216であ る。 1921 
年の陸地測量部地形図では235 と 数が増え てい る。 そ し

て1957年の連合勤務総司令部測量所地形図では大幅に数

が減 っ て約 3 分の 1 の77 と な っ てい る。 経建版地形図

(第一版) の1985年では69 と減っ ているが, 1957年時点

からの減少は少な く , 溜池の潰廃はあま り ない。 1992年

の経建版地形図 (第二版) では, 約半分の36 と な

建版地形図 (第三版) 

版) 2003年には26 と,
こ れまで研究では, 

1999年で30, 経建版地形図

り , 経

(第四

最盛期の約10分の 1 と な っ てい る c 

溜池の動向は水利開発にと も

水利 シス テ ムの変容 と 係 わ ら せ て 説明 が な さ れて

なう

き た

(陳, 1978 ; 森野ほか, 2012) 。 清代に多 く の溜池が築造

さ れて以降, その後の桃園大;明, 光復 ll , 石門大 llの開

発 (図 1 , 図 2 を参照) が水利 シス テムの再編を も た ら

し , 溜池の新設 ・ 潰廃がな さ れたのであ る。 桃園台地の

水利開発 と 地図が示す時期と を照 ら し合わせてみる と , 
台湾堡図 (1898年) は桃園大:明の開発以前を示し てい る。 

次の陸地測量部地形図 (1921年) は桃園大;明の建設途中
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図 3 桃園市域の地形と溜池 (1898年)
資料 : 中央研究院人社中心地理資訊科学研究専題中心 「台湾百年

歴史地図」 (http://gissrv4.sinica.edu.tw/gis/twhgis/) よ り作成。 

の状況 を示 し てい る。 そ し て連合勤務総司令部測量所地

形図 (1957年) は桃園大;明の建設が完了 し , 中華民国と

国民党に よ る統治がな さ れてい る段階で あ る。 その後 , 

1963年に石門ダムが完成し , 1964年には石門大 i川が完成

し てい る (図 2 ) 。 桃園市の大部分は, 桃園大 llの受益

地域であり , 石門大;明の受益地域は桃園大;明幹線水路の

南側のみであ る (図 4 ) 。 前述のと お り , 石門 ダムの完

成によ り , 桃園大 ;明の取水口は変更 さ れ, 水源の強化 な

ら びに安定的な水供給 を実現 し てい る。 し たがっ て , 桃

園大:t川の受益地域に と っ て も石門 ダムの完成によ り水利

上の便益がも た ら さ れてい る。 経建版地形図 (第一版) 
(1985年 ) には, 石門 ダムと 石門大;明の影響が反映 し て

い る と いえ る。 以上のよ う な水利開発 と の関連 を念頭に

おい て , 次 に空間的 に そ れぞれの時点 におけ る溜池の分

布 と動向 を , 以下に確認す る。 

2 ) 各年代の溜池の分布

i 台湾堡図 (1898年)
図 3 が示すよ う に, 桃園市域の溜池には面積が比較的

大き な溜池と小 さ な溜池があ る。 桃園市の大部分は標高

110m から70m の平 i旦面に広がり , 北東部には林口台地

につ ながる丘陵があ る。 平士 面は南か ら北に向かっ て緩

やかに傾斜 し , 台地上 を東に南 渓, 西にその支流の力茄 

渓が流れ, と も に北流 し てい る。

こ の台地上の平;坦な部分には比較的大き な、溜池が分布

し てい る。 一方 , 南 渓東側の丘陵の藍には小 さ なi留池
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が分布 し てい る。 

ii 陸地測量部地形図 (1921年)
桃園大;明の工事は1916年から開始 さ れた。 桃園大;t川の

事業では溜池の統廃合が行われた。 効率の悪い溜池 を潰

廃 し て耕地を増やす と と も に, 一部 を関連溜池 と し て整

備 し , 提体の嵩上げ ・ 池底の掘削上げや複数の溜池の統

合 に よ っ て , 貯水量 を増やす工事がな さ れてい る。 桃園

市付近では標高110m に沿っ て桃園大 ll の幹線水路が開

削 さ れ, 用水は幹線水路から支線水路 を通 じ て関連溜池

に供給 さ れる (図 4 ) 。 桃園大;明の受益地域は, 幹線水

路よ り 北側で , 南 渓よ り 西側の地域であ る。 南 渓と

力茄 渓の間の関連溜池は第一支線, 茄 渓よ り 西の関連

溜池は第二支線よ り 用水が供給さ れる。

図 4 a ) は, 桃園大 llの工事途中の状況を示している。 

1898年の時点に比べi留池の数は増え てお り , 桃園大;明の

計画が実施 さ れる前までは , 溜池の築造がな さ れていた

こ と が読み取れる。 また桃園大;明事業の関連溜池に注目

し てみる と , その多 く は既存の溜池 を統合す る形で整備

さ れてい る こ と が分かる。 ち なみに現存 し てい る第一支

線 4 号池 (第 4 図 d ) 中の 1 - 4 , 以下同 じ ) の満水面

積は11.7ha, 貯水量257.2m3
, 水深2.2m, 灌概面積74.3ha 

である。 形態は典型的な皿池である。 

iii 連合勤務総司令部測量所地形図 (1957年)
図 4 b ) は, 桃園大;明の工事が完了 し , その後日本か

ら中華民国へと統治が移行 し た1957年時点の状況を示 し

てい る。 桃園大;明の受益地域内の溜池の潰廃がな さ れ, 
関連溜池以外の多 く が姿 を消 し てい る。 一方で , 桃園大

明の受益地域の外側, つま り 桃園大;明幹線水路の南側や

南 渓の東側では , 依然 と し て 、溜池が存続 し てい る。

こ のよ う に桃園大:明によ る新 しい水利 シス テムが導入

さ れた地域では, 溜池の統廃合が進んだのに対 し て, 新

し い水利 シス テ ムの外では , 依然 と し て溜池 を中心 と す

る水利 シス テムが存続 し てい る。 水利開発によ る水利 シ

ス テムの変化が溜池の存続に大き く 反映 し てい る と いえ

る。 またこの時点は, 桃園市の都市化 ・ 工業化が進展す

る前である (図 2 参照) 。 

iv経建版地形図 (1985年以降)
図 4 c ) は桃園市で都市化 ・ 工業化の進展がみられる

よう になった1985年におけ る溜池の分布である。 1957年

と の間に , 水利開発 と し て石門 ダムの完成な ら びに石門

大 ;明 の通水が行われてい る。 桃園市におい ては , 桃園大

明の幹線水路の南側が石門大 ll の受益地域に入り , 桃園

大;明の受益地域におい て も水供給の安定化が図 ら れた。 

その結果, 桃園大:明の幹線水路の南側の、溜池が潰廃さ れ

てい る。 そ れに対 し て南 渓の東側では , 依然 と し て多



南

a)1921 年

c)1985 年

埜 猛

b)1957 年

d)2003 年

C> 桃園大:t川 C> 桃園大iir「 c:二> 桃園大 lilt
関連溜池以外 関連i留池存続 関連溜池潰廃

河川
桃園大;明 、、ー 桃園大 ;明
幹線水路 支線水路

図 4 桃園市域におけ る溜池の変遷

注 : d) 中の番号は関連溜池番号 を示す。 1- 1は、 第一支線 1 号池である。 それぞれの状況は表 2 に示す。 a) 中のは, 0 その後に築造 さ

れた関連溜池の範囲 を示す。 幹線水路 と 支線水路 も , その後に建設 さ れた も のを示 し , 陸地測量部地形図には記載 さ れていない。

資料 : 中央研究院人社中心地理資訊科学研究専題中心 「台湾百年歴史地図」 (ht tp: / / gi ssrv4. s i ni ca edu tw/ gi s/ twhgi s/ ) , 中原大学建

築研究所編 (1996) な どより作成。 

く の溜池が存続 し てい る。

桃園大;t川の受益地域の溜池において も大き な変化がみ

ら れる。 桃園大;明の事業で整備 さ れた関連溜池で も潰廃

がな さ れてい る。 と く に市の中心部にあ っ た溜池は潰 さ

れ, 後で述べるよ う に市役所や県庁の用地へと転換 さ れ

てい る。

1985年の第一版から2003年の第四版までの経建版地形

図上の溜池の変化は, 1985年から 1992年では南 渓の

東側の溜池の潰廃が多 く みら れた。 地形図 をみる と , 同
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地域では1985 年時点 で北部に工場の立地が確認 さ れ, 
1992年時点では南部で も工場が立地し , それと並行 し て

市街地が広がっ てい る。 そ し て1999年, 2003年にな る と

工場の立地と市街地が拡大 し , 溜池の潰廃が進んでい る。

2003年 (第4 図d)) と1957年 (第4 図b )) とを比較

す ると , 1957年時点では桃園大 i川の受益地域の外側, つ

ま り 桃園大 i川幹線水路の南側や南 渓の東側には溜池が

多 く 分布 し てい た。 2003年には, それらの地域で も溜池

の潰廃が進んだこ と が分かる。 潰廃の要因 と し て, 桃園
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表 2 桃園市域の桃園大 Ii関連う留池と 漬廃後の土地利用

支線l 池 1957年 l 1985年 l 1992年 l 1999年 l 2003年 l 2014年 l 潰廃年 l 潰廃後の土地利用 

一l ' 

支 
線 

1号池 o f x l x l x l x l x l 1976年 建国国中学校 ・ 陽明コ ミ ュ ニ
テ ィ セ ン タ ー

2号池 o l △ l x l x l x l x l 1995年 建徳国小学校 ・ 福豊国中学校 

3号池 o l △ l x l x l x l x l 1991年 l 陽明高中学校 ・ 桃園啓智学校 

4号池 o l o l o l o l o l o l l 
5号池 o f x l x l x l x l x l 1980年 桃園県政府 ・ 桃園県警察局 ・ 

園市公所 

6号池 o l x l x l x l x l x l 1980年 水利会・ 桃園地方法院ビル

8号池 o l x l x l x l x l x l 1980年 l 中興国中学校 ・ 文山国小学校 

11号池 △ l △ l △ l △ l △ l x l 1991年 温州公園 

12号池 o l o l o l o l o l x l 公共施設建設予定地 

13号池 o l o l o l o l o l x l 農地 ・ 廃棄物処分場 

14号池 o l o l o l o l o l x l 1998年l 同徳国小学校 ・ 同徳環保公園 

15号池 o l △ l △ l △ l △ l △ l 新竹貸運 (運送業) 

支 
線 

3号池 o l o l x l x l x l x l 1981年 桃園病院 

4号池 o l x l x l x l x l o l l 
5号池 o l o l o l o l o l o l l 
6号池 o l x l △ l △ l △ l △ l 住宅地 

13号池 o l o l o l o l o l o l l 
14号池 o l o l o l o l o l o l l 

注 : 0 は存続, △は一部存続, x は潰廃を示 し , 1957年から2003年は地形図の表示, 2014年は現地調査に基づき判断 し た。

潰廃年は行政客家員会編 (2003) によ る。 第一支線の11号池, 13号池, 14号池と第二支線の 3 号池の潰廃年 と地形図の
表示は不整合がみら れるが, 原資料のまま表記 し た。

資料 : 中央研究院人社中心地理資訊科学研究専題中心 「台湾百年歴史地図」 (http://gissrv4.sinica.edu.tw/gis/twhgis/) ,
行政院客家委員会編 (2003) と現地調査 (2014年実施) により作成。 

大 i川の幹線水路南側では石門大 i川の完成と いう 新 しい水

利 シス テ ムの導入があげ ら れる。 南 渓の東側では , 都

市化 ・ 工業化が大き な要因 と な っ てい る。

桃園大;明の受益地域内において も , 都市化 ・ 工業化 と

と も に農地は減少 し , 桃園大 ;明の関連溜池の潰廃も進ん

だ。 1957年時点では関連、溜池で埋立てがあ っ たのは 1 池
だけ であ っ た。 1985年 にな る と その数は10にな り , その

後も 地形図が更新す るた びに関連溜池が潰廃 さ れてい る

こ と が確認 さ れた。 

4 . 桃園市の溜池の存続 ・ 演廃と利活用

1 ) 溜池潰廃後の土地利用

桃園大;明の関連溜池の存続と 潰廃の状況 を整理 し たの

が表 2 である。 桃園市には, こ こに示 した第一支線に12, 
第二支線に 6 , 計18の関連溜池がある。

2014年に実施 し た現地調査では, 関連溜池の状況な ら

びに潰廃後の土地利用 を確認 し た。 経建版地形図 (第四

版) の2003年時点に比べて, さ らに 2 つの溜池の潰廃が

確認さ れた。 その一方で, 第二支線 4 号池 ( 2 - 4 ) は

溜池の存続が確認 さ れた13) 
0 

文献によ る データ では, 1980年前後に溜池潰廃の ピー

クが認めら れる ( 中原大学建築研究所編, 1996) 。 図 2 
が示すよ う に, 1970年代に入る と , 耕地面積は減少 しは
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じ め , その一方で人口は急増 し てい る。 そのよ う な状況

が, 溜池潰廃に反映 さ れてい る と いえ る。 

潰廃後の土地利用は, 学校が最も多 く 5 , 市役所な ど

行政機関の3 , 公園 2 , 病院 1 , 農地 1 , 産業用地 1 , 
廃棄物処分地 1 , 都市計画用地 1 であ る。 こ のよ う に学

校な ど公共的な目的に多 く 利用 さ れる状況は, 日本での

事例と ほぼ同 じである (福田, 1973 ; 南埜, 2006)。 

2 ) う留池の現状と利活用

現存 し てい る溜池 をみる と , 前述のよ う に第二支線 4 
号池 ( 2 - 4 ) は, 地形図では確認 さ れなかっ た溜池で

あ る。 こ の関連溜池は釣堀 な ら びに養魚池 と し て利用 さ

れていた。 竹内 (1971) で も指摘 さ れてい るよ う に, 台

湾では退役軍人の経済支援策と し て溜池での養魚事業が

推進 さ れた。 関連溜池 を管理 し てい る桃園農田水利会に

よ る と , 関連溜池285のう ち , 養魚契約 を結んでい る溜

池は261で あ る。 桃園市の関連溜池につい ては, 現存の

7 のすべてで養魚契約がな さ れてい る。 桃園農田水利会

では, こ の契約によ り賃貸収入を得てい る。 ただ し , 桃

園農田水利会と し ては賃貸料そのも のの収入は大き く は

ない。 養魚業者によ る溜池周辺の草刈り な どが維持管理

省力化 と な り , そ れが メ リ ッ ト と な っ てい る と のこ と で

あ っ た。 各溜池 で は , 養魚のための肥料 タ ンク や撹水機
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写真 1 養魚施設 と レ ジ ャ ー施設

資料 : 2014年 9 月12 日, 筆者撮影。 

な どがみられ, 第二支線 5 号池 ( 2 - 5 ) では常設の水

循環装置が設置さ れていた。 また第一支線13号池 ( 1 - 
13) では, 養魚施設に加え , 釣り な ら びに釣り 上げた魚

をバーベ キュ ーで食べ る こ と ので き る レ ジ ャ ー施設と し

ての運用がな さ れていた (写真 1 )。

溜池 を親水空間 と し て利用 さ れてい る こ と も確認 さ れ

た。 第一支線 4 号池 ( 1 - 4 ) では, 県政府が親水施設

を整備 し , 草刈 り な どの維持活動 も負担 し てい る。 郊外

の農地に囲まれた溜池では, 立ち入り 禁止な どの看板は

見 ら れるが, 市街地周辺の関連溜池では, 景観に配慮 し

た柵が設置 さ れてい る。 桃園市域外であ るが, 第 1 支線

第16号池では溜池全体を公園と して整備がなさ れている。

第 1 支線第16号池の公園内には 「桃園 塘文化紹介」

と い う 看板が設置 さ れてい る (写真 2 )。 「 ;i卑;塘」 と は, 
最初に述べたよ う に 「溜池」 のこ と であ る。 桃園市な ら

びに桃園県は, 溜池を軸と する文化活動 を推進 し てい る。 

そのために , 溜池そのも のの調査 ・ 研究 も 積極的に支援

し進めら れてい る。 例えば, 中原大学建築研究所編 (19 
96) , 行政院客家委員会編 (2003) , 桃園県政府文化局

(2007) では, 大陸から の移民に よ っ て開墾 さ れた桃園

台地の歴史と から めて , 溜池 を地域文化や地域資産と し

て と ら え る試みがな さ れてい る。 ま た溜池 を観光資源 と

し て活用す る試みも な さ れてい る (例えば, 陳, 2006 ; 
桃園県政府文化局, 2007)。 

5 . お わ り に

本稿の考察で明 ら かと な っ た点 をま と める と , 以下の

と お り であ る。 まず, 地形図によ る年次別の分析によ り

水利開発と溜池の動向の関係がよ り明確に示さ れた。 特

に桃園大;明事業によ る溜池の統廃合は, 竹内 (1971) や

旗手 (1986) で指摘 さ れてい るよ う に, かなり徹底的に

な さ れてい る。 しか し , 小林ほか (2014) で も指摘 さ れ

てい る よ う に, 受益地域内においてすべての溜池が整理
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写真 2 溜池文化の説明看板

資料 : 2014年 5 月 7 日, 筆者撮影c 

さ れたわけではな く , 関連溜池以外の溜池の存続が本研

究で も確認さ れた。 また受益地域外の桃園大;明幹線水路

の南側や南 渓の東側では, 桃園大 ;明の建設後も 依然 と

し て溜池が存続 し ていたこ と が明 らかと なっ た。 その後, 
桃園大;明幹線水路南側の溜池は石門大;明の受益地域と な

る こ と で , 南 渓の東側の溜池は工場立地や住宅地開発

によ り , その潰廃が一気に進んだ。 また桃園大;t川の受益

地域内で も市中心部にあ る関連溜池の潰廃がみら れる よ

う に な っ てい る。 溜池の潰廃は , 水利開発に よ る影響だ

けでな く , 近年では都市化 ・ 工業化によ る影響が大きい。 

小林ほか (2014) で検討 さ れた農村地域では関連溜池が

すべて存続 し ており , 農村地域と都市地域での溜池の動

向は異 な る。

溜池の潰廃にと も なう 新たな土地利用は, 学校や役所, 
公園な ど公共用地と し て用い ら れてい る。 こ の点は, 日

本の事例と同 じ傾向であ る。 また竹内 (1971) で指摘 さ

れた養魚池 と し ての活用は現在も継続 し てい る こ と が確

認 さ れた。

溜池の利活用については, 溜池を公園や親水空間, さ

ら には レ ジ ャー施設と し て活用す るケ ースが確認 さ れた c 

また溜池 を地域文化や地域資産, さ ら には観光資源 と し

て利活用す る試みも な さ れてい る。 日本では兵庫県の

「い な み野 ため池 ミ ュ ー ジア ム」 の活動 '4) がそ の先進的

な取り 組みと さ れてい るが, その取り 組みと 比べ て も桃

園台地のケ ースが進んでい る と判断 さ れる。

本稿では , 溜池そのも の変遷や実態 を明 ら かに し た。 

しかし , 溜池の管理やその管理主体 (桃園農田水利会や

末端の水利組織) の実態について十分に言及す る こ と が

で き なかっ た。 その実態分析 を行い , 持続可能な開発 と

ま ちづ く り の中におけ る溜池の役割について , 稿 を改め

て検討す るこ と に し たい。 
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注

1 ) 日本国内 を例にす る と , 狭山池は616年に築造 さ れ

た と さ れてい る。 ま た中国の安徽省の安豊塘は紀元前

8 ~ 5 世紀, 韓国の碧骨提は 4 世紀に築造 さ れてい る

( 大阪府狭山池博物館 , 2010) 。 ま た ス リ ラ ン カ の

Nuwara Wada は 1 世紀に築造 さ れ(Brohier, 1934) , 南
イ ン ドでは 4 から 5 世紀に多 く の溜池が築造 さ れた と

の記 録 が あ る (Vaidynathan and Sivasubramaniyan ,
2001)。

2 ) 国 際大 ダ ム会議 ( = International Commission on
Large Dams) が作成 し た ダム台帳 『World Register of
Dams』 (第 4 版第 2 次ア ッ プデータ ) によ る。

3 ) 台湾では 「 i川」 と称 さ れる。

4 ) 台湾では 「 (塘)」 あるいは 「;i卑 (塘)」 と称 さ れ

る。 本稿においては, すべて 「溜池」 と 表記す る。

5 ) 大漢渓は流長178.5km, 台湾北部の最大の河川であ

る。 下流部は台北市内 を流れ淡水河と呼ばれる。

6 ) 輪番灌概は, 受益地域をい く つかの単位に区分 (輪
区 と呼ぶ) し , 職員によ っ て時間と 分水量 を定めて ,
輪区 ごと に取入口まで分水する灌概方式である (甘,

1981)
7 ) 桃園市ウ ェ ブサイ ト http://www.tycg.gov.tw/ (2015

年 5 月15 日閲覧)。
8 ) 本稿での 「桃園市」 は, 調査時点の桃園市 (現桃園

市桃園区) を指す。

9 ) 台湾堡図は1900年から1902年にかけて測量が行なわ

れ, 1904年に完成された。 1200分の 1 地籍図を2000分

の 1 に編集 し , その上で 2 万分の 1 に再編集 し て原図

と し てい る。 

10) 陸地測量部地形図は1921年から1929年に作成された 0 
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11) 連合勤務総司令部は, 中華民国国防部の兵站部門で

あり , 現在の連合後勤司令部である。

12) 経建版の 「経建」 と は, 経済建設の略である。 内政

部が主管機関で , 中華民国国防部の 兵站部門の連合

後勤司令部が作成 し てい る。

13) 第二支線 4 号池は, 地図図面上では溜池 (水域) と

し て表示 さ れてい ない。

14) い なみ野ため池 ミ ュ ー ジア ム運営協議会 (2012) や

南埜 (2011) を参照のこ と。 
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